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簡易耐火間仕切壁の試作実験 (2)
江上外人*.川岸義郎**.福田 高*
Experimental Study on the Simplified Fireproof Partition Wal1 
Hokato EGAMI， Y oshirow KA W AGISHI， Y orozu FUKUDA 
CReceived Oct. 15， 1973) 
Our present paper deals with the experimental study on the Simplified Fireproof Partition 
WaU. 
We designed the Sjmpli五edFireproof Patition Wall Panels and Fireproof Mortal Blocks 
as large as life size. 
We experimented with several test as follow， composing test， sti妊nesstest and strength 
test about the Simplified Fireproof Partition Wall Panels. 
The results were summarized as follow. 
1. We considered that composing of the Special Panels were easy. 
2. The conbination of steel frams and special panels well complied with relative displacement 
of buildings. 
As the result， we concluded that partition walls were useful component about Multi司
Stories Buildings. 
3. The stiffness and strength of the Special Panels were su伍cient.
4. We obtained the result that Upper-J oint covered with Fireproof Mortal Blocks were 
firm against 2 hour's heating test. 
1. 前がき
筆者等はさきに，大規模建築及び超高層建築に使用
出来る移動性間仕切壁で，建築基準法でいう防火区画
の壁体に使用出来るよう耐火性能2時間をもち，然も
層間変位3cm位に追従出来るような簡易耐火間仕切壁
を試作した。これは幅90cm，高さ80cmの鋼板を外皮と
し，その内部にパーライトモルタルを詰込んだ壁ノfネ
ノレと鋼製取付けフレームとから出来ている。これにつ
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いて組立・層間変位の追従・耐火性能及びパネルの剛
性，強度などの実験を行なった結果，それぞれ要求を
満足出来て実用に供することを確めたVo
とこでは，幅90cm，高さ2仇 30cmのパネルを持つ簡易
耐火間仕切壁を試作し.前報同様にこれの組立・層間
変位の追従・上部スラブ又は梁下との取付部の耐火性
能及びパネルの剛性強度についての実験結果を報告す
るO
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2. 壁パネルの製作
21時間耐火(['1日仕切地パネルを図 1(写真 1)のよ
うに鋼板で製作し，その内部(:::巧'真2のj且り よ験+・
でノfー ライトモルタル (1・4J<.セメント 1080/wt)
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を卜分突き固めながら詰込んで自然、養λ|を行なった。
乙のパネルの重量は 88.6kgで，その内訳は鋼材 20.8
kg，ノマーライトモノレタノレ67.8kgとなっている。
3. 構成実験
建築荒準法でいう耐火建築物の防火区画を兼ねた耐
スラフマ師 受t主緊
N ~ /~ N草Jl-
(qOOx 2，300) ((100 x 2300) 
B.q 
???? ?
?
?
?
??
? 、
ーー
?
?
??
?
?
床
¥自輪
q 00 ~ 
E~ ;"，;I? 
¥/¥
k草ル ピス止メ 支柱(40x40)
図2
火IkiJ仕切壁を前報と同様に図2tζ示すよ うに製作した。
即ち台愉と支柱繋ぎと支柱よりなるフレームを適所(ζ
取付け，乙れ'(l:，~パネルを両国より取付ける構造とし
た。その取付けは，台輸を床lζ，支柱繋ぎを上部スラ
ブXは梁下にそれぞれアンカーボルトで取付け，それ
に支柱を90cm間 I~相ζ上下ピン接合し，同時にパネノレa乏
部材を中央でピン接合してその上に乗るパネルが中
(a)' 
(c)， 
(b)' 
(d)' 
(e) 
写真3 a .. e 
央で向転でき るようにしてある。従ってフレームは写
真 3( a )の如く上部でLErI人lに点、|ι移動が1'， ~ぐ るよ うに
1&付けである。
パネルの取付けは， まず支杵に rL1l1取イ、j材ーを上ド端
部にのみ取付け，バネルを日型l&i、J.判に差込みながら
上下にやり返ししてバネル乏下部材に のせ，写真3
(b)(c)の如 く，バネルの(出品;で支柱に上ド2fI占l所JL
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) \'~取付材をビス止めして第 l 枚目 のノ fネルを取付け る o
;:r~ 2枚目のバネルも節 1枚目問械に写真 3(cl)のj必り
取付ー けて写真3( e )のj且り本克!股が完成した。施工精
度は良好で， fjtJノfネル¢桝目に於ける目J立:を肉眼では
感じない程度であった。
4. 層間変位の実験
1出両!酉it築￠屑 IgJ 変 f\[を 1特 l作~ Q)~)50位とすれば属 I I~J
変位は2C..26肌(立といえる。 そζで本"式作ノfネルの高
さが2.3m であるので/1<.十変位は15.4mmとなり 2 この
他聞の変位[ζ於いて鋼似にポみが'1じないかを調べれ
ばよい。本'支験では図3(写真 4(b) の如く，布端の
上 ，'¥15支柱繋きiと?EIJj七ジャ ッキを当ててそれに水平変位
を与え， 1L-.端Q)支柱:繋さlと夕、 イヤルゲージを当ててそ
の点平変位を測定し， 1枚¢パネルの外部制似{と 420
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円
、r-
t由圧シ、ッキ
によるヲト力
9.イアル吋Lシ
ょ
?
?
? ? 1-1 (3-1 ) 
/ 
。
¥2-2 ~ ヘよら2)
)42・
1-2 
(3-2) 
/ 
_142' 
吋今3)
ぷ
/，;:'j 
/ 
，-3 
(3-3) 
/ 
勺 _/¥0ー す二ジ
( )内Il裏面的行Lγ測定位置
図3
(a) (b) 
写真4 a..b 
106 
表1 層間変位の実験値
水平変位| 計測点の歪み (10-6) 
(棚) I 1-1 1 1-2 1 1-3 I 2-1 1 2-2 1 2-3 1 3-1 I 3-2 1 日 1 4-1 1 4-2 1 4-
O O O O 。 O 
2 O O O O O 
4 O 。 O O O 
6 O O O O O 
8 O O O O 5 
10 O O O O O 
12 O O O O 5 
14 O 5 O O 8 
16 O 1 -4 O 5 
18 O 1 -5 O 5 
20 O 2 --5 O 4 
22 O 2 -5 O 4 
24 O 2 -5 O 3 
25 O O -6 -2 O 
26 O 1 -5 O 2 
27 O O -5 -1 5 
28 -1 O -5 -3 2 
29 -1 O -5 -1 4 
30 O O -5 -2 
の方向に貼付けた 3枚のス卜レインゲージ鋼板の歪み
を測定した。このとき壁体の裏面のパネルにはノ{-ラ
イトモルタルを詰込まないものを取付け，このパネル
についても鋼板の歪みを測定した。水平変位を30捌ま
でに増加する実験を行なった結果，表1となり，これ
により本パネルの表面鋼板に歪みが生じないことが確
められた。従って本構法による簡易耐火間仕切壁は超
高層建築物の層間変位に追従できるものと考えられる。
5. パネルの剛性・強度実験
先1lに，実物大パネルの約%の大きさのパネルにつ
いて，その岡IJ性・強度実験の結果を報告したが今回は，
パネルの大きさを，幅90cm高さ 2.3机として，実用に
供し得る大きさのものについて，そ¢剛性・強度の実
験を行なった。
パネルは，運搬や現場取付作業時等種々の力に対し
て，充分耐えるものであり，かつ，仕上材のクロス・
紙がパネルの境みで損傷するようなものであってはな
らない。
乙れらを調べる目的で，前同1>と同様，図4(a)， 
(b)に示す曲げ試験を行ない，その結果を図4(c)に
示す。
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5.1 剛性について
パネルの剛性を求めるにあたって，前後2回の試験
を行なった。
2回目の試験結果をもとにして， E 1を求めると
Bー 1 ・E巳
48 -EI 
より
E 1 =2.93x107kgoCn1 
となる。
パネルの取り扱い時，最も不利な状態は，パネルの
両端を2人で持ち上げた場合である。乙のEIをもと
にして，両端ピン支持状態での自重による撞みを求め
ると，
65w14 
= 384 EI =' 3.72cm 
となり，先1)1と推定した値より小さく，取り扱い上p
また仕上げにおいて，問題となる撰みではない。
5.2 強度について
パネノレの強度について，先1>の実験より，幅900X
長さ800のパネルの試験結果から，本パネノレ幅900X長
さ2，300の強度を推定すれば
M=ヱι一正r
4 4 
P'-r 63 
=7 p= 2OS-X580=175kg 
となる。
本実験の試』験結果は，荷重120kgで亀裂が生じ， 200 
--220kgで破壊に至った。
乙の値は，推定値にほぼ等しく，本ノマネルは強度上
は十分実用に供し得るものと思われるo
6. 耐火実験
6.1 試験体および試験方法
当耐火ノマネルを防火区画に使用する場合p 建築基準
法施行令第107条の規定による耐火性能は，パネノレの
上部および、下部のジョイン卜部分においても充さなけ
耐火被覆ア口りク
N手/レ
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ればならない。
殊に，パネノレ上部とスラプ下端，または，梁下端の
ジョイント部分において，パネルと同様 2時間耐火
の性能を有するものでなければならない。
そ乙で図5に示す，モノレタル製の耐火被覆ブロック
を製作して，上部支柱繋ぎの耐火被覆とした。
当プロックの素材はp 断熱性と耐火性を計るため，
6棚筋で補強されたパーライトモノレタノレとし， その形
状は火焔が裏lと廻らないようにし.である。
耐火被覆プロックの製作は，試作パネノレ!と使用した
モルタノレと同じ調合のパーライトモノレタJレを使用し，
その比率はセメント 1，パーライト 4 (容積比)水セ
メント比lOSO/wtで、ある。
(反枠は鋼製型枠により，養生は常温で屋内の大気中
4週間である。
試験の方法ほ， JIS A1304の耐火試験方法に準じて
行ない，ノマネノレの耐火実験のときと同様 2くるバー
ナーでパネル上部をプロパンガスで加熱して，間仕切
壁断面の温度測定はCA(アノレメノレ・クロメノレ)の熱
電付によった。
6.2 耐火実験結果および考察
ノマネル上部に，先に示したモルタノレ製の耐火被覆プ
ロックを取り付けて，加熱炉に固定した様子を図5に
示す。間仕切壁頂部断面の各部分の加熱時間と温度の
推移を表2に示す。これを図示すれば図6となる。間
仕切壁頂部断面の温度勾配を図7に示す。
加熱時聞による観察上の変化は，パネル表面の加熱
温度の上昇と共に，モルタノレ内部の水分が蒸気化しな
がら白煙を上げ始めた。経過時
間5分あたりで最も烈しく，そ
の後，白煙の量は徐々に減少し
た。それと共に，モルタル表面
が赤変し 1時間経たあたりか
ら，耐火被覆フ'ロックに僅かの
ソリが生じたが 2時間の試験
の結果は，構造上問題となるほ
どのソリではなく，また，モノレ
タノレの収縮亀裂は脱落するほど
のものではなかった。
1 力O~温度測定位置
当間仕切壁頂部断面の温度の
変化は， 裏面温度で最高180・c
ι木材の着火温度2600Cに達
しておらず， との点でも十分耐
図5
2 受本主緊釘 8~温度測定位置
3支柱穂中空層部温度測定位置
4 支柱~t豊富~il晶度測定位置
火的であることが認められた。
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以上の結果， との耐火パネノレと耐火被覆ブロックの
組合せによる，防火区画は十分2時間耐火の構造であ
ると考えてよいものと思われる。
表2 測定温度
1000 
800 
t孟
度 600
.C 
200 
①②③④ 
一一一一一一歩
計測点
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経過時間 IJIS加熱温度 |表面温度|支柱繋前部温度|支柱繋中央福戻ー 裏百百戻
(分 Cc) Cc) ('c) Cc) Cc) 
5 540 460 
10 705 400 
15 760 530 
20 795 540 
、25 820 370 
30 840 840 
35 860 855 
40 880 880 
45 895 895 
50 905 905 
55 915 915 
60 925 925 
65 935 935 
70 945 945 
75 135 955 
80 135 965 
85 140 975 
90 140 980 
7. むすび
大規模の建築とか超高層建築では建物内部の防火・
避難のため建築基準法でいう防火区画が必要となる。
防火区画の間仕切壁は2時間の耐火性能が必要で，然
70 65 35 
150 135 70 
220 250 140 
280 240 130 
400 340 170 
430 350 170 
440 360 180 
450 365 175 
420 330 155 
410 315 150 
400 305 150 
410 350 130 
360 270 135 
370 275 130 
960 380 280 
965 390 285 
973 395 290 
980 405 290 
も超高層建築においては2--3C1nの層間変位に追従し
なければならない。そこで本研究では，かかる間仕切
壁を簡易化した簡易耐火間仕切壁で構成し，建物内部
に随所に簡単に設ける研究を前報に続いて行なった。
即ち実物大の簡易間仕切壁を製作し，前報同様に実験
室で構成してその施工性・意匠及び工業化の諸点より
調べると同時に，パネノレの剛性強度及び層間変位の追
従性，並び、に支柱繋ぎの耐火被複について調べてみた。
その結果は次の通りである。
iパネルは2人で取扱いでき，又その剛性・強度は
実用的に満足され，パネノレに塗装は勿論，紙貼り
を施しても雛が出来たり裂けたりすることがない。
i通常考えられる層間変位に追従出来る。
ii施工は簡単である。
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iv上部支柱繋ぎ部分の耐火被覆の性能も十分である。
本試作に関して，コマツパーテ司ション工業・荒
谷邦治氏及び卒論学生，並びに谷口敬子嬢の御協
力をいただき，感謝致します。
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